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In this study, it is intended to change the current Internet and the relation with the user happily. It is used as 

service in response to the demand of the user with the current Internet, and a user predominates. The use 

form of the Internet to suggest in this study puts “Agent in discourse with a user” to join a user and the 

Internet together. And the user can obtain information of the Internet through a conversation with “Agent 

in discourse with a user” indirectly. It is the significance of this study that the user can enjoy Internet 

surfing of form different from the current Internet and the relations of the user by using the Internet 

through a chat. 
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１． はじめに 

 本研究では,人工無脳[1]である談話エージェントとチ

ャットで会話のやり取りを行い,会話を通じて間接的にイ

ンターネットの情報を提供するという方法を述べる. 

 現在,ユーザと談話をしながら余暇を過ごすことのでき

る人工無脳のひとつとして,ゲーム用ソフトである「どこ

でもいっしょ」がある. (図 1) 

 

 

図 1.どこでもいっしょのゲーム利用時, 

ユーザからの言葉に反応して返答している画面 

脳の仕組みを追求する人工知能とは異なり,人工無脳は

敢えて会話における単語や言い回しなどの表層的な部分

のみを考慮することによって,かえってユーザに好まれる

といった特徴を持ち人気を集めている.[2] 

 しかしながら人工無脳は会話をするにあたりユーザか

らの問いかけに反応するだけの受動的なものが多く,会話

もあらかじめ用意されているトピックに限定されるため

話が飽和する.そのため,少し人工無脳と接しているだけで

飽きてしまうのが実情である.[3] 

 そこで本研究では Web から文章をかりることで，ブラ

ウザのような視覚化された情報ではなく，会話のみの情報

のやり取りをすることが出来るようになる.それによりユ

ーザはインターネットをしているという意識を持たず，ニ

ュースなどのタイムリーな会話をユーザとの間で行うこ

とが出来るようになり,話が飽和することなく会話を続け

ることが出来るようになる. 

 Web から談話エージェントの会話に必要な情報を得る



手法として, Web ページから直接文を抜き出す手法が考え

られる.[2] 

本研究ではWebから文章を抜き出すが,ユーザがWeb情

報を談話エージェントに要求してそれに応答するだけと

いうユーザ主体の検索行為であるインターネットしてい

る感覚を持たせずに,談話する中でさりげなく情報を提供

する方法を提案する. 

会話の中でさりげなくニュースなどの話題を出し,ユー

ザを飽きさせずに会話を続けてユーザとの余暇を過ごす

支援をすることが本研究の意義である. 

 

２． トピック導入法 

トピック導入法は Web に接続して Web 情報のトピック

文章を抜き出し,それをユーザとの会話の中に Web の情報

を織り交ぜることで,あたかも自分の知識であるかのよう

に Web の知識を使用する. 

 

３． トピック導入法の実施例 

 本研究での Web 情報の文章を抜き出す手順を以下に示

す.(図 2) 

 

 

図 2. Web 情報の文章を抜き出す手順 

 

実際に談話エージェントがどのようなタイミングでユ

ーザに Web 情報をトピックとして導入するかを図に示

す.(図 3)(図 4) 

 

 

図3. ユーザがニュース等のWeb情報のトピックになって

いるキーワードを発言した場合の談話エージェント

の対応 

 

 

図 4. 会話の途中で突然談話エージェントから話題を振

る 場合の談話エージェントの対応 

 

４． 結果 

 本研究により，ユーザはインターネットをしているとい

う意識を持つことなく談話エージェントと会話をして，ユ

ーザを飽きさせずに余暇を過ごすことが出来るかどうか

の調査のため，20 人のユーザに対し，アンケートを行っ

た.調査方法と調査結果(図 5)を以下に示す. 

 

調査方法：ユーザは談話エージェントと 5 分間会話をす

る. 

 

 

 

 

１ 

•APIサービスにリクエスト(キーワード絞り込み等)
を送る 

２ 

 

•リクエストされた結果の情報がXML形式で出力さ
れる 

３ 

•XML形式で返ってきた日本語文字列を使用しユー
ザに返答する 



 

図 5. 20 人のユーザに 5分間談話エージェントと 

会話してもらい,調査した結果 

 

調査結果により,高い割合でユーザはインターネットを

している意識をさせずに楽しく会話が出来たことがわか

るため，今回の談話エージェントのトピック導入法が有効

に働いたといえる. 

 

 

５.議論 

 ニュースなどのWeb上の情報を参照し,談話エージェン

トがトピックをつくるという方法「トピック導入法」につ

いて述べた. 

人工無脳とユーザがニュースなどの話題を,世間話を織

り交ぜてやり取りをしてユーザの余暇を過ごすのを支援

することを可能にした. 

この手法によりユーザはインターネットをしていると

いう感覚を持たずに, Web 情報を取得できる. 

(1) 関連研究 

 Siri は,ユーザと談話が出来,さらにユーザからのアプリ

ケーション代行などの要求に応答するサービスであ

る.(図 6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. Siri の利用画面 

 

(2)将来研究  

ユーザによって異なるジャンルの Web 情報をおすすめ

情報として提供できる談話エージェントの開発 
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